




















































円その他合わせた総額は 510 億円でした。これらの地域諸国の貿易総額に占めるシェアは 2005 年
度は中国19%、ロシア13.5%、北朝鮮7.4%、韓国6.6% 4カ国合計では46.5%となっております。









れますと、埠頭総面積 12ha、水深 14MTR で 5 万トン級の船舶が接岸可能となり、コンテナ・在
来貨物いずれもが取り扱い可能な多目的ターミナルとなります。現在は、中古車積み込み、右はガ
ラス原料である珪砂の陸揚げなどがされていますが、税関や植物防疫所、検疫所、入国管理局など
貿易に必要な公的機関が隣接して設置されております。また貨物の荷役や通関を担う港湾物流関連
企業も西港を拠点に営業活動しております。なお、1992 年には輸入拡大を狙って FAZ（フォリン
アクセスゾーン）法が制定され1995年当地にも株式会社舞鶴２１が設立されました。1997年には
写真のようなFAZオフィスビルと倉庫が舞鶴西港区域に建設されました。現在も京都舞鶴港におけ
る貿易関連インフラとしてその役割と機能を発揮させていただいております。 
 舞鶴東港は戦前から軍港としての役割がありました。現在も海上自衛隊舞鶴地方隊が設置されて
います。さらにユニバーサル造船がある他、北海道小樽と京都舞鶴を毎日 20 時間で結ぶ新日本海
フェリーが就航しています。また内航貨物船は東港を利用しております。 
さて今まで京都舞鶴港の現状を見ていただきましたが、京都舞鶴港はその役割と展望について今
後どうあるべきでしょうか？ 
その地理的優位性やこれまでの実績から環日本海時代すなわち対岸交流新時代に対応した港湾イ
ンフラを整備するとともに新規航路・新規荷主の開拓と振興にあると言えます。 
 港湾インフラ整備の目玉は数年先に供用が予定される和田埠頭であります。また日本海新時代の
ニーズに合った供用体制であります。また新規航路・新規荷主の開拓とはすなわち従来の航路では
対応できなかった物流航路インフラの構築であります。現実的な問題としては政治経済情勢など日
本海をめぐる外的環境が今後より良い方向に向かって行く前提での話にもなりますが、たとえばロ
シア・韓国・北朝鮮等の日本海対岸地域から日本海を横断し京都舞鶴港に直航する航路の開設など
荷主企業のニーズに応じた物流インフラや、将来的には貨物とともに旅客も運ぶフェリー船の就航
なども考えられるのではないかと思われます。 
そのように京都舞鶴港が日本海交易通商においてその真価を発揮できるならば、近畿圏北部のみ
ならず関西背後圏全体に大きな経済効果をもたらすものと信じております。 
 最後に今回の報告の中では中国吉林省琿春市HPおよび京都府港湾課、国土交通省舞鶴港湾事務
所からの資料を一部転用させていただきました。 
